


















業者情報」（2013年 1 月 2 日現在）の「共同生活介護」「共同生活援助」の指定事業所のうち
「サービス提供中の事業所」
　 （http://www.wam.go.jp/shofukupub/ApplicationServlet?ACTIONTYPE=ViewPrefTotalAction
&TARGETDATE=2013-01-02&PREFCODE＝2013年 1 月 2 日閲覧）
3）　入所施設利用者と在宅生活（グループホームを含む）の人数は次のとおりである。
【グループホームの箇所数の推移】
時　期 1989年度 1995年度 2000年度 2005年度 2013年
箇所数 100 7６0 2020 5４1４ 8528
調査年度 障害者総数 入所施設利用者（単位：人） 在宅生活者（単位：人）
1990 385100 101300 283800
1995 ４13000 115900 297100
2000 ４59100 129000 329200




































１ － １ ．調査の手続き
　本研究におけるインタビュー調査の対象者は，福祉施設職員に調査の目的・趣旨を説
明したうえで回答可能な者を紹介してもらった。そして，1６名の成人期障害者をもつ親
（母親15名，父親 1 名）に対して，2010年 9 月から2011年 1 月にかけてインタビューを
実施した。一人当たり 1 時間30分から 3 時間程度をかけて聞き取りを行ない，IC レ
コーダーに録音したうえで逐語録を作成し，分析を行った。
１ － ２ ．倫理的配慮
　福祉施設職員を通じて，事前にインタビュー調査の趣旨，内容，記録，データ活用方
法について文書を渡していただき，調査への協力をもって同意とみなした。

























１ － ４ ．分析の対象者
　本稿では，別稿黒岩論文と同じデータを使用しているが，全インタビュー協力者1６名
（ 1 名の父親を含む）のうち，調査実施時点でグループホームや入所施設への生活の場
の移行を完了している者 9 名とした。対象者の詳細は，【表 2 】に示した通りである。
なお，分析対象者における平均年齢は６3.9歳，障害者本人の平均年齢は35.1歳である。
　本稿で分析に用いる 9 人という人数について，安田・サトウ（2012）では，「 1 ・





































































































































































































































































































































②　健常児は健常児で大事やな，と思いましたね。本当は（Ｇが） １年生 ２年生 ３年生









































































































































































　 ２ － ２ － ２ ．等至点（EFP）「親役割を変容させる」「親役割を変容させない」とはどう
いうことか
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